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研究成果の概要（和文）：　ミース・ファン・デル・ローエがベルリン時代と、それを発展させたアメリカ時代
に設計した建築の図面を幾何学的に分析し、空間構成要素の寸法や位置が、どのように決められたかを明らかに
する。
　ベルリン時代の最後に設計したレムケ邸は、これより前に建てられたバルセロナ・パヴィリオンやトゥーゲン
トハット邸と同じ構成手法が用いられ、アメリカ時代に設計したシーグラムビルディングやニュー・ナショナ
ル・ギャラリーでも、ベルリン時代と同じ構成手法を用いている。いずれの建築も、全体フレームを描き、それ
を等間隔に分割したのグリッドにそって壁やガラスなどを配置し、それらを囲むフレームが簡単な整数比になる
ように調整している。

研究成果の概要（英文）：     Geometric analysis of architectural drawings designed by Mies van der 
Rohe in the Berlin era and the American era that developed it, revealing how the dimensions and 
positions of the spatial components were determined.
     The last designed Lemke House in the Berlin era uses the same composition method as the earlier
 Barcelona Pavilion and Villa Tugendhat, and even in the Seagram Building and the New National 
Gallery designed in the American era, Berlin. It uses the same composition method as the times. In 
each building, the whole frame is drawn, and walls, windows, etc. are arranged along the grid 
divided into equal intervals, and the frame surrounding them is adjusted so that it has a simple 
integer ratio.

研究分野：建築設計

キーワード： ミース・ファン・デル・ローエ　幾何学的分析　グリッド　フレーム

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　デ・スティルの影響があるミースのベルリン時代と、それを発展させたアメリカ時代のデザインと空間構成
は、モダニズム建築の基礎となり、現代建築に大きな影響を与えている。本研究により、ミースの設計手法が解
明され、構成要素の寸法や位置の決め方が明らかになれば、新たなデザイン手法の可能性を拡げることができ
る。
　ミースの建築は、等間隔のグリッドと、正方形や二倍正方形（ダブルスクェア）、長短比が簡単な整数で示さ
れる長方形にそって壁や柱などの構成要素を配置している。その手法により、空間に変化や奥行をつくりだして
いる。この解明により、今後の建築を設計するオリエンテーションを示すことができたと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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1. 研究開始当初の背景
　近代建築の巨匠と呼ばれるミース・ファン・デル・ローエが設計した建築については、たく
さんの研究や解釈があるが、ベルリンで設計活動を行なっていた時代につくられた建築の平面
図を幾何学的に分析したものはそれほど多くない。
　筆者は、ミースがベルリン時代に設計し、1929 年に建てられたバルセロナ・パヴィリオン
について、4つの計画案と最終案を幾何学的に分析した。その結果、図面には描かれていないが、
初期案からグリッドシステムが使われていたことと、フレームと名づけた 1：2や 1：3という
単純な整数比の長方形にそって、壁や開口部などの構成要素が配置されていることを明らかに
した。

2. 研究の目的
　ミース・ファン・デル・ローエが設計した建築の図面を幾何学的に分析し、その空間デザイ
ンの成り立ちを明らかにする。
　ミースのデザイン方法が確立されたと考えられる 1886 年から 1937 年までのベルリンで設
計をしていた時代と（ベルリン時代）、それを発展させたアメリカ時代に建てられた主な建築に
ついて、その平面図や立面図、断面図に描かれた壁や開口部、屋根などの主な構成要素の形と
配置を幾何学的に分析し、それらがどのように決められたかを仮説として示すものである。
　
3. 研究の方法
 ミースが設計した主な建築について、発表
されたオリジナルの平面図や立面図などをス
キャナーで読取り、スケールを調整し、CAD
でトレースする。そして、実際に建てられた
建築については、現地で主な寸法を実測し、
図面との違いがあれば修正をする。これらの
図面をグリッドやフレームを使い幾何学的に
分析する。

4. 研究成果
　分析の対象は、ベルリン時代の最後につく
られたレムケ邸（1933）と、アメリカ時代に
つくられたシーグラム・ビルディング（1958）、
ベルリンのニュー・ナショナル・ギャラリー
（1968）である。

⑴レムケ邸
　レムケ邸には、基本設計平面図と建築許
可申請平面図、竣工図、実施設計躯体平面
図（図 1）などが「The Mies van der Rohe 
Archive」（1992 年）にあり、基本設計平面
図を除いて、詳細な寸法が記入されている。
　実施設計平面図（躯体図）の壁外面で囲
まれた長方形を描くと（以下、全体フレー
ムWF と呼ぶ）、その短辺は 15.72m、長辺
は 20.14mである。その長辺と短辺との比率
（以下、長短比）は 1.28 で、4：5 の整数比
に近似する。
　北側道路に面する壁の長さ 12.6 ｍを 4 等
分した 3.15 ｍのモデュールでグリッドライ
ンをWFの両辺から描くと、一部の間仕切り
壁を除き、ほとんどが壁面と一致する（図 2）。
しかし、東端は3.12ｍ、南端は1.24ｍとなる。
　WFを寝室北側壁を通る線分で分割した北
側部分（以下、サブフレーム SFと呼ぶ）SF1
の長短比は 1の正方形である（図 2）。WFを
リビング南側壁を通る線分で分割した北側部
分の長方形 SF2、南側部分の長方形 SF3、リ
ビング SF4 の長短比は 2で、ダブルスクェア
が入れ子になっている。

図 1　レムケ邸実施設計平面図（躯体図）

図 2　レムケ邸フレーム（実施設計）



⑵ シーグラムビルディング
　シーグラムビルディングは、ニューヨークのミッドタウンに、ミースが設計した初めての高
層オフィス建築である。規模は地上 38階建て、構造は鉄骨造である。
　基準階の平面図が「The Mies van der Rohe Archive」（1992 年）5411.41 に掲載されている。
立面図には、階高が 1階エントランス部 27'、2 階から 38階にある執務空間が 12'、R階が 22' 
-6" で、建物全体の高さが 516' と記入されている（図 3）。東側に位置する低層部は凸の字形で、
その高さは10階まで135'で、下の段まではその半分の67' -5"である。建物の幅は、低層部で198' 
-7"、1 階から最上階まである高層部は 143' -1" である。また、柱芯の間隔は 27' -9" である。
　立面図にサッシ芯と階の高さの寸法を記入し、それらに囲われた長方形の輪郭線を描き、そ
の長辺と短辺の寸法を比率と簡単な整数比で示す。
　ファサード裏側の東側立面図は、低層部を含む建物の幅は 198' -7" で、高さは 516' である。
この長短比は 1：2.60 である。南側立面図も同じである。
　屋上階とエントランス階を除く高層部の南側と北側の立面図では、3：8（=1：2.67）の関係
があることが先行研究で示されている。また、低層階の高さは135' で、長短比は1：0.68 である。
　高層部における水平方向の寸法は143' -1" で、低層部を除いた垂直方向の寸法は381' である。
この長方形の長短比は 1：2.66 で、建物全体の長短比 3：8と同じである。
　比例 3：8は、整数比である 3：5（1：1.67）に、長短比 1：1の正方形を加えた長方形であ
る。ミースが設計した建物では、3：5の整数比が良く使われると、多くの文献で指摘されている。
なお、市原出らの研究では、平面においても 3：5の関係が、小林克弘らの研究では 2：3の関
係が示されている。

⑶ニュー・ナショナル・ギャラリー
　ニュー・ナショナル・ギャラリーは、ミースが最晩年にアメリカで設計したベルリンに建つ
建築で、病院で横になりながら、事務所にいる時と同じように、このデザインに集中していた
と言われている。
　1階平面図や詳細図などの図面が「Mies in America」（2001）に掲載されている。地階平面
図に柱間隔を参考に 7.2mの等間隔グリッドを描くと、ほとんどの柱と壁と一致する。1階平
面図に地階と同じ 7.2 ｍの等間隔のグリッドラインを描くと、1.2mずれるところがある。1
階平面図には 1.2m角の床石の目地割りが描かれているので、7.2 ｍを 6等分した 1.2 ｍをグ
リッドに使ったと考えられる（図 4）。
　建物外周を囲う全体フレームWFの長辺は 130.8m、短辺は 105 ｍで、その長短比は 1.24
で、4：5の整数比に近似する。1階のガラスホール SF3 は正方形で、屋根 SF2 や基壇 SF1 も
正方形である。北側にある展示ホール SF4 は長辺 50.4 ｍ、短辺 31.2 ｍで、長短比は 1.615
と黄金比 1.618 に近似する。
　地階平面図の大展示室 SF6 や SF10、小展示室 SF10 など、多くが正方形フレームで構成さ
れている。

図 3　シーグラムビルディング南側立面図・東側立面図 図 4　ニュー・ナショナル・ギャラリー 1階平面図



⑷まとめ
1）平面の全体フレームWFの長短比は、レムケ邸とニュー・ナショナル・ギャラリーが 4：5
の整数比に近似し、シーグラムビルディングは 3：5の簡単な整数比で表すことができる。
2）すべての建築に、図面には描かれていないが、初期の段階から壁や開口部などの位置を、グ
リッドによって決めている。レムケ邸は 3.15m 、ニュー・ナショナル・ギャリーは 1.2mの
均等モデュールのグリッドが使われている。シーグラムビルディングも 27' -9" の等間隔グリッ
ドで平面が構成されている。
3）すべての建築で、サブフレームには正方形かダブルスクェアが用いられている。ダブルスクェ
アは 2つの正方形に分割でき、その接線が中心線となる。全体フレームに複数のダブルスクェ
アが入れ子し、その中心線が建築の中心へと収束する。
4）グリッドとフレームは一致しているので、アメリカ時代も建築の構成はこれらで決めたと
考えられる。アメリカ時代に設計されたシーグラムビルディングは、寸法の単位にフィートと
インチが用いられている。この単位は人体寸法に起因するので、黄金比のフレームが見られる
と考えられる。
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